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千代女あさがおまつり
開催
千代女あさがおまつり
開催
白山の夏を彩るあさがおまつりが、
7月28日～8月1日の5日間に渡り
開催されました。
会場には、様々な趣きの
あさがおが咲き競い、
来場者の目を楽しませていました。

白山商工会議所会頭賞に

鶴来信用金庫松任支店
受賞おめでとうございます！

白山商工会議所会頭賞に

鶴来信用金庫松任支店
受賞おめでとうございます！

今月の
あさがおさん
 vol.34

勤務先：ナカムラシャッターメンテナンス㈱
趣　味：ショッピング
ひと言： 今年５月に自宅敷地内より、

村井町の旧８号線沿いに新
しく事務所兼倉庫を移転し
ました。ここまでこられたの
も、地域の皆様のおかげと
思っております。

会員紹介コーナー

株式会社　朝日電機製作所
電子・電気のものづくりで未来を創る

　工作機械の頭脳である制御盤の設計製造を
本業として成長し、付随する電子機器の設計やプ
リント基板実装製造で事業を拡大してきました。
　最近では、地域貢献の一環で伝統工芸を電子
機器活かした商品開発・販売や工作機械の自動
化システム・ロボット制御にも力を入れています。
　これからも我々の強みである人間力で、お客
様ニーズを的確にとらえて期待以上の成果をあ
げることで、地域に根付いた未来につながるもの
づくりに貢献して参りますので、よろしくお願い
いたします。

代 表 者  見本　満
業　　種 製造業(制御盤設計製造業/
 電子機器設計製造業/
 伝統工芸事業)
住　　所 白山市旭丘１－１０
T　E　 L 076-274-2525
F　A　X 076-274-1333
E - m a i l  info@asahi-ew.co.jp

中村　まり子さん
な か む ら 　   　 　 　 　 　 こ

8

白山インター口

北陸自動
車道

㈱朝日電機製作所

●
芝寿し

高松機械工業㈱
●

旭丘一丁目

金沢城リレーマラソン2017-春の陣-に参加
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〒924-0032　白山市村井町152-2

　先日会議の席で、子供の頃、夏休みの課題は７月
の内に早々に片づけてしまった。絵日記も全部
書いて、後は日記に書いてある通りに実行してい
たという話を聞きました。その計画力と実行力に、

『さすが、経営者になる人は子供の頃から違う!』と
感心しました。私も未来を先取りする力をつけて
仕事に活かしたいと思います。皆様のご意見・ご
感想が励みになります。是非、担当までメールで
お知らせ下さい。お待ちしております。　 （竹田）

E-mail：takeda@hakusancci.or.jp

編集後記
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入賞者の皆さん

サ
ー
ビ
ス
業
部
会

◆
花
火
大
会
鑑
賞・会
員
交
流
会

　

八
月
五
日（
土
）サ
ー
ビ
ス
業
部
会（
宮

江
勇
治
部
会
長
）は
、川
北
花
火
大
会
鑑

賞
・
会
員
交
流
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

四
回
目
の
開
催
と
な
る
今
回
は
、

三
十
三
社（
六
十
八
名
）の
参
加
と
な
り
、

大
型
バ
ス
で
会
場
入
り
し
、打
上
場
所
近

く
の
有
料
観
覧
席
で
鑑
賞
し
ま
し
た
。

　

宮
江
部
会
長
に
よ
る
乾
杯
の
後
、食
事
・

歓
談
し
、会
員
相
互
の
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を
飾
る
、ス

タ
ー
マ
イ
ン
を
皮
切
り
に
、次
々
と
打
ち

上
げ
ら
れ
る
二
万
発
の
花
火
は
、大
き
く

夜
空
を
覆
い
尽
く
す
よ
う
な
迫
力
で
、「
花

火
が
迫
っ
て
く
る
感
じ
が
す
る
ほ
ど
近
く
て
、

た
っ
ぷ
り
と
楽
し
め
た
。」と
の
声
が
聞
か

れ
ま
し
た
。
真
上
を
見
上
げ
て
い
た
せ
い

で
し
ょ
う
か
、
首
痛
に
な
り
ま
し
た
が 

そ
れ
も
真
夏
の
思
い
出
と
な
り
ま
し
た
。

青
年
部
だ
よ
り

◆
青
年
部
七
月
例
会

　

七
月
二
十
七
日（
木
）、
当
所
青
年
部 

（
本
田
清
成
会
長
）は
白
山
商
工
会
議
所 

三
階
研
修
室
に
て
七
月
例
会
を
開
催
し
、

四
十
一
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

例
会
で
は
、サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

Ｈ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｓ
Ａ
Ｎ
二
〇
一
七
説
明
会
と
当

青
年
部
の
次
年
度
会
長
を
選
考
す
る
役
員

選
考
委
員
選
出
選
挙
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
説
明
会
で

は
、各
部
会
長
が
現
在
の
進
捗
状
況
な
ど

を
説
明
し
、会
員
同
士
で
当
日
の
流
れ
を

確
認
し
ま
し
た
。

　

役
員
選
考
委
員
選
出
選
挙
で
は
、六
名

の
委
員
が
選
出
さ
れ
、規
定
に
よ
り
本
田

会
長
が
選
考
委
員
長
と
な
り
、正
会
員
の

会
長
経
験
者
一
名（
安
井
直
前
会
長
）を 

含
め
た
八
名
で
次
年
度
会
長
の
選
考
を 

行
い
、九
月
に
開
催
さ
れ
る
臨
時
総
会
に

て
、次
年
度
会
長
が
選
出
さ
れ
ま
す
。

　

役
員
選
考
委
員
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

　
役
員
選
考
委
員
　

役
員
選
考
委
員
長

　
　

本
田　

清
成（
会
長
）

選
挙
で
選
出
さ
れ
た
六
名

　
　

新
本　

雄
一
、　

長
崎
成
任
衛

　
　

木
村　

俊
夫
、　

中
西　

喜
昭

　
　

徳
田　

裕
也
、　

蓮
池　

正
雄

会
長
経
験
者

　
　

安
井　

健
一

平
成
二
十
九
年
度 

建
設
事
業
関
係
功
労
者

国
土
交
通
大
臣
表
彰

　　

こ
の
度
、
当
所
会
員
の
石
沢
秀
昭
氏 

（
㈱
鈴
建 

代
表
取
締
役
）が
、永
年
に
わ
た

り
大
工
工
事
業
に
精
励
す
る
と
と
も
に
関

係
団
体
の
役
員
と
し
て
業
界
の
発
展
に
寄

与
さ
れ
た
功
績
に
よ
り
、国
土
交
通
大
臣

か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

運
輸・車
両
業
部
会
長 

久
安
常
信 

氏

石
川
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
会
長
に
就
任

　

当
所
運
輸
・
車
両
業
部
会
長
の
久
安
氏

（
久
安
重
機
運
輸
㈱
）が
、第
九
代
石
川
県

ト
ラ
ッ
ク
協
会
会
長
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、当
所
議
員
・
評
議
員
の
操
川
氏
、

後
氏
、小
松
氏
、北
本
氏
が
そ
れ
ぞ
れ
同

協
会
の
役
員
と
し
て
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

久
安
氏
コ
メ
ン
ト

　

こ
の
度
、
石
川
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
の 

会
長
に
選
任
さ
れ
、そ
の
責
務
の
重
大
さ

を
痛
感
し
、身
の
引
き
締
ま
る
思
い
を
い

た
し
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
、私
た
ち
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
は
、

労
働
力
不
足
や
長
時
間
労
働
な
ど
の
諸
課

題
が
山
積
し
て
お
り
ま
す
が
、一
つ
ひ
と

つ
克
服
し
、勇
気
と
希
望
を
持
っ
て
前
進

し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、 

今
後
と
も
皆
様
方
の
ご
指
導
と
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
二
〇
一
七
年

全
国
あ
ん
ざ
ん
コ
ン
ク
ー
ル

白
山
珠
算
連
盟

　

七
月
二
日（
日
）、松
任
公
民
館
体
育
館

に
て
、白
山
珠
算
連
盟
主
催
の
あ
ん
ざ
ん

コ
ン
ク
ー
ル
白
山
大
会
が
開
催
さ
れ
、 

白
山
市
内
お
よ
び
近
隣
の
珠
算
塾
よ
り

九
十
三
名
の
参
加
選
手
が
出
場
し
、か
け

暗
算
・
わ
り
暗
算
・
み
と
り
暗
算
の
全
国
共

通
の
問
題
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、競
技
の
後
に
は
昨
年
も
好
評
だ

っ
た
フ
ラ
ッ
シ
ュ
暗
算
や
、ビ
ン
ゴ
大
会

も
行
わ
れ
、選
手
、応
援
の
保
護
者
も
交
え
、

楽
し
み
ま
し
た
。
普
段
と
は
違
い
緊
張 

す
る
な
か
で
問
題
に
挑
戦
し
た
選
手
の
皆

さ
ん
、お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

各
部
門
の
優
勝
・
準
優
勝
者
は
次
の
通
り

小
学
校
一
年
生
以
下
の
部

　

優　

勝
・
堀
村　

香
漣 

（
金
大
付
属
小
）

小
学
校
二
年
生
の
部

　

優　

勝
・
長
谷
田　

侑
士 

（
中
島
小
）

　

準
優
勝
・
上
原　

凜
生 

（
北
陽
小
）

小
学
校
三
年
生
の
部

　

優　

勝
・
原
本　

悠
那 

（
伏
見
台
小
）

　

準
優
勝
・
村
山　

陽
紀 

（
浜
小
）

小
学
校
四
年
生
の
部

　

優　

勝
・
渡
邊　

優
羽 

（
富
陽
小
）

　

準
優
勝
・
割
澤　

く
る
み 

（
広
陽
小
）

小
学
校
五
年
生
の
部

　

優　

勝
・
村
山　

舞 

（
浜
小
）

　

準
優
勝
・
鎌
田　

彩
芭 

（
浜
小
）

小
学
校
六
年
生
の
部

　

優　

勝
・
村
岡　

裕
介 

（
旭
丘
小
）

　

準
優
勝
・
麻
田　

海
吏 

（
広
陽
小
）

中
学
校
以
上
の
部

　

優　

勝
・
野
田　

祐
玄 

（
北
辰
中
）

　

準
優
勝
・
石
崎　

瑛
士 

（
北
辰
中
）

　
　
石
川
県
大
会
一
位  

小
学
校
二
年
生
の
部

　

長
谷
田　

侑
士 

（
中
島
小
）

小
学
校
三
年
生
の
部

　

原
本　

悠
那 

（
伏
見
台
小
）

中
学
校
二
年
生
の
部

　

野
田　

祐
玄 

（
北
辰
中
）

　

コ
ン
ク
ー
ル
の
成
績
は
、県
珠
算
連
盟

へ
送
ら
れ
、県
内
順
位
が
付
け
ら
れ
ま
す
。

白
山
珠
算
連
盟
か
ら
は
三
名
の
選
手
が 

一
位
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

小
規
模
企
業
共
済
の
加
入
促
進
に

中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
か
ら
感
謝
状

　

小
規
模
企
業
の
経
営
者
の
退
職
金
と
し

て
多
く
の
方
に
ご
加
入
い
た
だ
い
て
い
る

「
小
規
模
企
業
共
済
」の
加
入
促
進
に
貢

献
し
た
と
し
て
、当
所
が
中
小
企
業
基
盤

整
備
機
構
か
ら
感
謝
状
を
頂
き
ま
し
た
。

　

小
規
模
企
業
共
済
は
、小
規
模
企
業
の

個
人
事
業
主
が
事
業
を
廃
止
し
た
場
合
や

会
社
等
の
役
員
が
退
任
し
た
場
合
な
ど
、

第
一
線
を
退
い
た
時
に
そ
れ
ま
で
積
み
立

て
た
掛
金
に
応
じ
た
共
済
金
を
受
け
取
る

こ
と
が
で
き
る
国
の
制
度
で
す
。
掛
金
は

全
額
所
得
控
除
と
な
る
こ
と
も
大
き
な
特

徴
で
す
。

　
ご
加
入
を
お
考
え
の
個
人
事
業
主
様
は

当
所
経
営
支
援
課
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

電
話
　
二
七
六
―
三
八
一
一

久安　常信　氏
（久安重機運輸㈱　代表取締役）

石沢　秀昭　氏
株式会社　鈴建感謝状を受取る加藤専務理事

あなたの会社をPRしませんか!?～当所会報誌へのチラシ同封・広告掲載のご案内～
当所では会員企業を対象に、会報誌への企業PRチラシの同封・広告掲載のサービスを実施しております。

（発行部数は約1，500部）自社の製品や事業のPR等にぜひご利用ください。

チラシ同封
◆チラシ A4サイズ（両面印刷も可）
◆送付日 毎月中頃予定
 送付希望月の10日までに当所まで納品して下さ

い。（1,500部）
◆料　金 1枚22，000円（税込）
◆申　込 送付希望月の前月末日までに同封するチラシ

（案）を添えて、当所へお申込み下さい。内容を
確認させていただき、ご連絡いたします。

広告掲載
◆料　金 A4　1ページ ………………… 44,000円／月
  半ページ ……………… 22,000円／月
  1/4ページ ……………… 11,000円／月
  1/8ページ ……………… 5,500円／月
  1年契約（1/8ページ） …60,000円／年
◆申　込 送付希望月の前月末日までに広告（案）を添え

て、当所へお申込み下さい。内容を確認させて
いただき、ご連絡いたします。

挨拶をする宮江部会長
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事業承継クリニック（アンケート）を、ぜひこの機会にお試しください！
事業承継に関する現状の課題やお悩みのヒントがきっと解消されるはずです。
下記のお悩みがある方はご相談ください。
• 後継者をどうしよう
• 廃業するしかないのか？
• 誰か相談に乗って欲しい
• 会社の今後が心配
• 従業員に迷惑かけたくない　等

【お申込み・お問合せ先】
　白山商工会議所　経営支援課　２７６−３８１１
　公益財団法人石川県産業創出支援機構　経営支援部経営支援課　２６７−１２４４

白山市との違いが色々
　ヒースロー空港到着後、ボストン町へ向う道す
がら目に飛び込む大地の拡がりにビックリ、イン
グランドには1000Mを超える山が無く、北海道の
イメージで地平線が見える。地元白山市では水平
線は見えるが、地平線は非日常、山の稜線が日常、
その延長にある白山を拝み、手を合わせることが
日常にあります。
　サマータイムでボストンのホテルに到着した
夜（15日）10時でも日本の夕方の感じで、ホテルの
近くのパブからBGMや談笑する声が聞こえ、
とても白山市の午後10時とは思えない感じでした。
チェックイン後、部屋に入り荷解きをして生温か
いシャワーを浴びて、ベッドに横になると旅の疲
れかアッという間に朝になっていました。しかし、
目覚めた時に体に違和感を感じたのは私一人で
はなかったようで、床が傾き、ベッドが斜めにな
っていたのです。（昨晩はボイラーが壊れていて
お湯が出なかったそうです。）安易に現代建築に
建て替えないのでしょうか。250年を超えるホテ
ルの雄姿に歴史を感じるのはお国柄でしょうか。
　翌朝起きて、部屋の窓から周囲を見ると、ホテ
ルのすぐ横を流れるリバーウィザムが干上がっ
ていて、海が近く干満差があるようで、昼近くに
は朝の干上がっていた川は川幅いっぱいに満ち
ていました。また、道路には海鳥の糞の多さにこ
れまた驚きました。

ボストン町長を訪問
　最初の訪問先は、セントボトルフ教会でした。
建物の壁面に洪水の記録が刻まれています。この
教会は、ボストンでも有名なランドマークとなっ
ているそうで、教区教会の中では最大で、最も

高い建物だそうです。ギルドホールは、1390年代
に建てられ、ボストンの貿易がロンドンに次ぐ第
2位だった時の富を証明しているそうです。ギル
ドの歴史やハンザ同盟との国際貿易など展示物
がこれまでの歴史を物語り、町の博物館として繁
栄の往時を偲ぶことができます。
　ボストン町のバーナード・ラッシュ町長を山田
市長からの親書を携えて、表敬訪問しました。

ハイスクール見学
　ランチの後、中学生のホームステイ交流をして
いる“ボストンハイスクール”では授業風景や学校
施設の見学をしたほか、“タワーロード小学校”では、
子供達が自分で後片付けをしており、声を掛ける
と可愛らしく返事を返してくれました。下校時間
になると親達が小学校前の道路や駐車場らしき
ところで子供の帰りを待っていました。
　学校訪問の行き帰りで気になっていたのが、住
宅番号が街区毎に連番になってはいなくて、中心
部を背にして通りの左側が奇数番で、右側が偶数
番になっていました。これはボストン町の決まり
事なのでしょうか?!

ボストンの町並み
　17世紀頃までは英国の主たる港町として大変
栄え、清教徒革命で有名なピューリタン達が新天
地アメリカに到達した際にその場所を「ボストン」
と名付けました（今の米国マサチューセッツ州ボ
ストン）。未だに古い建物と新しい街が秩序良く
混在し、風合いを感じさせる町並みでした。

　ロンドンを含めたイギリス滞在6日間は、この
時期には珍しく大変暑い異常気象になりました。
　貴重な機会を頂き、ありがとうございました。

干満差がよくわかる

ボストン町友好訪問団
　去る6月15日（水）から22日（水）まで白山市の友好都市である英国・
ボストン町を福田裕団長（当所副会頭：白山市国際交流協会会長）を
はじめとする12名の団員の一人として訪問・交流してまいりました。
 （文：白山商工会議所常務理事　竹内　茂）

下記のお悩みがある方はご相談ください。

　白山商工会議所　経営支援課　２７６−３８１１

事業承継クリニックとは…
当所経営指導員と一緒に事業承継に関する
13問程の問いにご回答頂きながら、事業承
継の課題を解消致します。相談は無料で、
秘密厳守ですので、ご安心ください。

　軽減税率対策補助金制度とは平成31年10月の消費税増税に伴い導入される、複数税率対応レジの導
入や受発注システムの改修が必要となる中小企業・小規模事業者に、経費の一部を補助する制度です。
以下の2つの申請類型があります。平成30年1月31日までに申請が必要です。
①A型　複数税率対応レジの導入等支援

基本の補助率は3分の2で、補助額の上限は1台あたり20万円です。1台のみ導入かつ導入費用3万円未
満のときは補助率が4分の3、タブレット等の汎用端末の補助率は2分の1となります。複数台の時は
200万円が上限となります。事後申請です。

②B型　受発注システムの改修等支援
補助率は改修・入替費用の3分の2で、小売事業者等の発注システムの補助金上限額は1,000万円、卸売
事業者の受注システムの補助金上限額は150万円で、両方の改修・入替が必要なときの上限は1,000万
円となります。指定事業者による代理申請が原則です。

次のCheck ☑ すべてに該当する事業所が対象となります
☐ Check1　軽減税率対象商品を取り扱っていますか？

☐ Check2　次のいずれかを満たす事業所ですか？

☐ Check3　現在、使っているレジは複数税率“未”対応のレジですか？

ご存知ですか？ 軽減税率対策補助金

　消費税が導入されると様々に仕組みや書式などの変更が予想され、飲食料品の取扱い（売上げ）
がない場合や免税事業者の場合も軽減税率制度への対応が必要となってきます。
　当所では「お店で使うお金をスマホとタブレットで管理する方法」のセミナーを9月11日（月）に
開催いたします。この機会にスマホやタブレットを活用して簡単便利にお店のお金を管理する方
法を学んでみてはいかがでしょうか？　詳しくは、同封のチラシをご覧ください。

お
知
ら
せ

小売店
　物販（10%）の他に飲食料品（8%）の取扱いがある。

飲食店
　店内飲食（10%）とテイクアウト（8%）の両方を提供している

業種 資本金額・出資金額 従業員数
卸売業 1億円以下 100人以下
小売業 5千万円以下 50人以下
サービス業 5千万円以下 100人以下

物販（10%） 飲食料品（8%） 店内飲食（10%） テイクアウト（8%）

参照：軽減税率対策補助金事務局　　URL　http://kzt-hojo.jp/
専用ダイヤル　0570-081-222
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宗
門
の
仕
事
に
も
励
み
ま
し
た
。

教
部
省
へ
の
出
仕

　

明
治
五
年（
一
八
七
二
）四
月
、
三
十
五

歳
に
な
っ
た
厳
護
は
「
白
華
」
と
号
し
、 

官
僚
で
あ
っ
た
長
三
洲
ら
の
推
薦
を
受
け

て
、
新
設
さ
れ
た
教
部
省
か
ら
十
等
出
仕

の
命
を
受
け
ま
す
。

　

先
述
の
よ
う
に
明
治
政
府
は
、
古
代
日

本
に
お
け
る
祭
政
一
致
の
あ
り
方
を
理
想
と

し
、
神
祇
官
と
い
う
部
署
を
設
置
し
て
、
神

道
の
国
教
化
を
目
指
し
て
い
ま
し
た
が
、
は

か
ば
か
し
い
成
果
が
得
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
こ
で
や
む
な
く
、
仏
教
各
派
の
力
を

借
り
る
た
め
に
設
立
し
た
の
が
教
部
省
で
、

こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
神
官
や
儒
者
だ
け
で

な
く
、
各
宗
派
の
僧
侶
も
官
僚
と
し
て
任

命
さ
れ
ま
し
た
。
廃
仏
毀
釈
の
打
撃
を
受

け
て
い
た
仏
教
各
派
も
勢
力
の
挽
回
を
計

る
た
め
、
真
宗
を
中
心
に
、
教
部
省
の
設

立
に
助
力
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
紀
尾
井
坂
の
紀
州
藩
邸
に
大
教

院
と
い
う
神
仏
合
同
の
道
場
を
設
立
し
、

「
敬
神
愛
国
、
天
理
人
道
、
皇
上
奉
戴
」か

ら
な
る
三
条
教
則
を
国
民
に
教
化
す
べ
く

活
動
を
始
め
た
の
で
す
。
大
教
院
は
翌 

六
年
、柴
増
上
寺
の
本
堂
内
に
移
さ
れ
ま
す
。

　

さ
て
、
白
華
が
こ
の
教
部
省
に
出
仕
し

て
間
も
な
く
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
の
宗
教
視

察
の
話
が
持
ち
上
が
り
ま
す
。

（
次
回
に
つ
づ
く
）

［
白
山
市
教
育
委
員
会
事
務
局
文
化
財
保
護
課
］

か
ら
の
猛
抗
議
に
よ
り
、
明
治
六
年
に
取

り
や
め
と
な
り
、
彼
ら
は
長
崎
へ
と
送
還

さ
れ
ま
し
た
。
ち
な
み
に
、
金
沢
名
物
の

ド
ジ
ョ
ウ
の
か
ば
焼
き
は
、
こ
の
キ
リ
シ

タ
ン
た
ち
が
、
生
計
を
得
る
た
め
に
調
理

し
、
行
商
し
た
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
っ
た
と

い
い
ま
す
。

富
山
藩
の
合
寺
令
と
白
華
の
上
京

　

明
治
三
年
（
一
八
七
〇
）
十
月
、
神
道 

を
国
教
と
す
る
た
め
神
仏
分
離
を
推
し
進

め
る
政
府
の
意
を
受
け
、
富
山
藩
が
合
寺

令
を
打
ち
出
し
ま
す
。
藩
令
に
よ
り
藩
内

寺
院
の
領
地
を
取
り
上
げ
、
一
宗
一
寺
に

強
制
的
に
併
合
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。

大
勢
の
僧
侶
や
そ
の
家
族
が
、
強
制
的
に

一
カ
所
の
寺
院
に
集
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
過
激
な
措
置
を
知
っ
た
東
本
願
寺

は
、
十
二
月
に
富
山
藩
へ
厳
護
を
派
遣
し

ま
し
た
。
現
地
で
実
情
を
検
分
し
た
厳
護

は
、
藩
庁
と
交
渉
し
ま
し
た
が
、
事
態
は

好
転
せ
ず
、
つ
い
に
異
宗
教
諭
を
辞
し
、

翌
四
年
東
京
に
出
て
、
新
門
主
・
現
如 

（
大
谷
光
瑩
）と
と
も
に
、
合
寺
を
解
除
す

る
よ
う
中
央
政
府
に
働
き
か
け
ま
す
。

　

各
宗
派
か
ら
の
陳
情
も
相
次
い
だ
た
め
、

よ
う
や
く
五
月
に
政
府
は
、
富
山
藩
に
対

し
て
合
寺
令
の
撤
回
を
命
じ
た
の
で
し
た
。

　

上
京
し
た
厳
護
は
、
こ
の
後
、
旧
友
・

長
三
洲
が
主
催
す
る
漢
詩
の
結
社
・
香
草

吟
社
に
属
し
て
、
漢
詩
を
修
め
る
傍
ら
、

現
如
の
教
育
に
あ
た
り
、
一
向
宗
か
ら 

真
宗
へ
の
宗
名
恢
復
活
動
を
行
う
な
ど
、

上
京
し
、
高
倉
学
寮（
大
谷
大
学
の
前
身
）

で
真
宗
の
教
学
を
研
鑚
し
、
東
本
願
寺
の

近
代
化
に
貢
献
し
た
香
山
院
・
樋
口
龍
温

の
薫
陶
を
受
け
ま
し
た
。
以
後
、
京
都
と

松
任
を
往
復
す
る
日
々
が
続
き
、
慶
応
四

年
に
は
、
キ
リ
ス
ト
教
対
策
の
た
め
に
新

設
さ
れ
た
護
法
学
場
に
も
籍
を
置
き
、
そ

の
教
義
を
学
び
ま
し
た
。

　

安
政
五
年（
一
八
五
八
）加
賀
で
コ
レ
ラ

が
流
行
し
、
加
え
て
手
取
川
の
氾
濫
が
起

こ
る
と
、
隠
居
し
た
達
命
と
と
も
に
、
寺

を
開
放
し
て
被
災
者
へ
の
救
恤
活
動
に
尽

力
し
ま
し
た
。

明
治
維
新
の
白
華

　

明
治
元
年（
一
八
六
八
）新
政
府
は
、
江

戸
幕
府
の
キ
リ
ス
ト
教
禁
止
政
策
を
引
き

継
ぎ
、
長
崎
県
浦
上
の
キ
リ
シ
タ
ン
を
弾

圧
し
て
転
宗
を
強
い
た
の
で
す
が
、
彼
ら

は
こ
れ
に
従
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
世
に
い

う「
浦
上
四
番
崩
れ
」事
件
で
す
。
政
府
は

村
民
三
千
七
百
余
人
を
捕
ら
え
て
諸
藩
に

拘
置
さ
せ
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
加
賀
藩

に
も
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
十
二
月
に

五
百
人
以
上
の
キ
リ
シ
タ
ン
が
送
致
さ
れ
、

藩
で
は
卯
辰
山
奥
の
収
容
施
設
に
彼
ら
を

閉
じ
込
め
て
、
転
宗
を
迫
り
ま
し
た
。

　

藩
で
は
、
当
時
領
内
で
も
碩
学
と
し
て

知
ら
れ
た
厳
護
と
石
川
舜
台
の
二
名
を
異

宗
教
諭
に
任
命
し
、
彼
ら
を
改
宗
さ
せ
る

任
に
あ
た
ら
せ
ま
し
た
。

　

の
ち
に
キ
リ
シ
タ
ン
の
収
容
は
、
欧
米

松
任
の
歴
史
と
文
化

 
第
二
十
五
回「
松
任
の
文
化
人
」そ
の
④ 

松
本
白
華（
ま
つ
も
と
は
っ
か
）

　

松
本
白
華
は
、
本
名
を
厳
護（
げ
ん
ご
）

と
い
い
、
白
華
の
ほ
か
に
梅
隱
・
西
塘
・

林
泉
・
仙
露
閣
・
古
松
庵
・
長
松
庵
と
号

し
ま
し
た
。

　

東
一
番
町
真
宗
大
谷
派
本
誓
寺
第

二
十
四
世
住
職
で
あ
る
達
命
（
た
つ
み
ょ

う
）・
照
子
（
て
る
こ
）
夫
妻
の
次
男
と
し

て
、
天
保
九
年（
一
八
三
八
）十
二
月
十
三

日
に
生
ま
れ
、
幼
名
を
隼
丸
（
は
や
と
ま

る
）と
い
い
ま
し
た
。

　
幼
い
こ
ろ
か
ら
英
才
の
誉
れ
高
く
、
嘉
永

二
年
（
一
八
四
九
）
四
月
六
日
に
得
度
、
翌

三
年
に
数
え
十
三
歳
で
京
都
に
遊
学
し
、
宮

原
節
庵
に
書
を
、
海
原
謙
蔵
・
劉
冷
窓
に
漢

籍
を
学
び
ま
し
た
。
嘉
永
五
年（
一
八
五
二
）

に
は
大
坂
に
赴
き
、
詩
文
を
劉
冷
窓
の
師

で
あ
る
広
瀬
旭
荘
に
習
い
ま
し
た
。

　

安
政
二
年
（
一
八
五
五
）、
兄
で
あ
る
達

箭（
た
つ
せ
ん
）が
二
十
三
歳
で
亡
く
な
っ

た
た
め
、
松
任
へ
戻
り
、
翌
三
年
に
十
九

歳
で
本
誓
寺
第
二
十
六
世
住
職
と
な
り
、

厳
護
と
名
乗
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

安
政
四
年（
一
八
五
七
）六
月
か
ら
再
度

　広島県の三原市に「株式会社八天堂」という社名で、 
社員数約100人の中小企業がある。主な事業はさまざまな
種類のスイーツパンの製造販売である。とりわけ有名な商品
は、3年の歳月をかけて研究開発をした読者の方々にもなじ
みのある「くりーむパン」である。
　ちなみに主力の「くりーむパン」の生産数量は1日平均 
2万〜3万個、ピーク時は6万個を超えるという。より驚かさ
れるのは、その全量が機械生産ではなく、手作りというこ
とである。業績もすこぶる好調で、過去10年以上売上高は
右肩上がり、その利益率は10%以上という優良企業である。
　規模が100人程度とはいえ、今でこそ知る人ぞ知る企業に
まで成長発展したが、ここまでの道のりは決して順風満帆
ではなかった。それどころか、倒産の危機に瀕（ひん）し
たこともある。
　その最大の要因は、創業者そして二代目と、まるで「年
輪経営」のような経営を行ってきたが、三代目で現社長の
森光孝雅氏が業績拡大を夢見て、売上至上主義的経営に
走ったからである。新規出店のたび、規模が大きくなれば
なるほど、社員の離職率や欠勤率が高まるばかりか、会社
の中に次第にギスギス感がはびこっていった。加えて、バブ
ル経済崩壊の影響が一気に同社を襲ったからである。
　この危機を救ってくれたのが、兄弟夫婦や残ってくれた 

社員、さらには知り合いのお客さまだったという。こうした方々
の献身的な貢献で危機を乗り切れたこともあり、現社長は、
これを機に、経営の考え方・進め方を現在のスタイルに抜
本的に変えたのである。
　現社長が根本的に変えたのは、業績第一主義ではなく 
社員第一主義経営であり、成長優先ではなく関係する人々
の幸せ優先経営である。このことを口先だけではなく、そ
の覚悟を示すため、新たにクレド（信条）の中に「八天堂
は社員のために……」と明文化するとともに、経営理念を 

「良い品・良い人・良い会社つくり」と策定したのである。
　そしてこのクレドと経営理念に基づき、働きがいのある会
社づくりに全社員と膝を交えながらまい進していったのである。
具体的には、「経営計画の全社員参加での策定」「経営の
超ガラス張り化」「全社員の正社員化」「社員研修の制度化」

「福利厚生の充実強化」、そして「新規学卒重視の採用」な
どである。
　先般、「人を大切にする経営学会」で同社の広島空港近
くの工場を訪問させていただいた。職場は活気に満ち溢れ、
これがかつて倒産の危機に陥った会社なのかと疑ってしまう
ほどの良い会社であった。

法政大学大学院政策創造研究科　教授 坂本 光司

「頑張るパン屋『八天堂』」

白山手取川ジオパーク
企業・団体サポーターを募集します!

　ジオパークは、私たちの住んでいる地域の「大
地の物語（ジオ）」と「自然（エコ）」、そしてそれら
と私たちの「生活、歴史、文化、産業（ヒト）」との
関わりを学び、楽しみながら地域の発展をめざ
す取組みです。
＜基本理念＞
ジオパークについて学ぼう!
ジオパークを語り合おう!
ジオパーク活動に参加しよう!
ジオパークを紹介しよう!
＜活動の具体例＞
★ジオパークポスター、ステッカーを掲示する
★ジオパークの勉強会、イベント等を開催する
★ジオパークの勉強会、イベント等に参加する
★白山手取川ジオパークイメージキャラクター 

（ゆきママとしずくちゃん）を活用する
上記をお考えの場合は、
白山市ジオパーク・エコパーク推進室へ
ご相談ください。（電話：274-9564）

準備はお済みですか？

「無期転換ルール」
〜平成30年4月から無期労働契約への

転換申込みが本格化!〜
「無期転換ルール」とは、有期労働契約が通算5年
を超えて反復更新された場合、労働者の申込み
により、期間の定めのない雇用（無期労働契約）
に転換されるルールです。通算のカウントは 
平成25年4月1日以降に締結した有期労働契約か
ら開始します。
平成25年4月開始で契約期間が1年の場合の例

無期転換ルールの概要や制度導入のポイント、
国の支援策については、厚生労働省ホームペー
ジ「有期契約労働者の無期転換ポータルサイト」

（http://muki.mhlw.go.jp/）に掲載されています。
是非ご活用ください。【お問合せ先】石川労働局 
雇用環境・均等室 （電話：265-4429）

1年 1年 1年
H25 H29 H30

無期
契約

1年1年1年

5年 申込 転換
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今回の調査結果のポイント
「業況DIの改善は、足元で一服。先行き
は懸念材料払拭できず、横ばい圏内」

商工会議所早期景気観測

LOBO調査
調査期間:
2017年7月13日~20日
調査対象:全国の423商工会議所が
3530企業にヒアリング

◆全国の業況
　7月の全産業合計の業況DIは、▲16.1と、前月から▲1.6ポ
イントの悪化。卸売業を中心に運送費の増加を価格転嫁でき
ないとの声が多く寄せられたほか、人手不足の影響や消費者
の節約志向、さらに、九州等での大雨の影響により、サービス業、
小売業の業況感が悪化した。他方、電子部品、自動車関連の
好調な生産や、建設・設備投資の堅調な動きに加え、インバウ
ンドを含めた観光需要は底堅く推移している。中小企業の景
況感は総じて持ち直しに向けた基調が続いているものの、足
元で一服感がみられる。
　先行きについては、先行き見通しDIが▲15.5(今月比+0.6
ポイント)とほぼ横ばいを見込む。輸出や設備投資の堅調な推移、
インバウンドを含めた夏の観光需要や飲食料品・日用品を中心
とした夏物商品の消費の拡大に期待する声が聞かれる。他方、
人手不足の影響拡大に加え、消費者の節約志向、運送費・原材
料費の上昇分の価格転嫁など、先行きへの懸念材料を指摘す
る声も多く、中小企業の業況感は横ばい圏内で推移する見通し。
◆北陸信越の概況

○全産業の業況DIは、前月と比べ改善。産業別にみると、製
造業、小売業、サービス業で改善、その他の2業種で悪化した。
各業種から寄せられたコメントは以下のとおり。
○「主要取引先である建設業界が堅調なため、建設機械など
の引き合いが多く、売上は改善した」(産業用機械製造業)、 

「売上は改善しているが、受注に向けての低価格競争が厳しく、
採算確保が難しい」(ソフトウェア業)、「消費者の節約志向から
客数・客単価ともに伸び悩み、売上は減少している」(宝飾品 
小売業)
○業況の先行き見通しDIは、全産業では今月と比べ改善の見
込み。産業別にみると、建設業、製造業、卸売業で改善、その
他の2業種で悪化の見込み。
◆産業概況

　産業別にみると、今月の業況DIは前月に比べ、建設業で改善、
製造業でほぼ横ばい、その他の3業種で悪化した。各業種から
寄せられた特徴的なコメントは以下のとおり。

【建設業】「公共工事の発注量が多く、売上は改善した。
また、人件費や建設資材価格の上昇分について価格転
嫁できており、採算も改善傾向にある」(建築工事業)、「多
くの技術者が他社へ流出し、受注機会の損失が生じてい
る。また、価格競争が厳しく、適正利益の確保も難しい」
(管工事業)

【製造業】「半導体や建設機械関連からの引き合いが強く、
売上は改善した。特にOEM生産の受注が豊富である
ため、今後も売上の改善が見込める」(電気機械製造業)、

「不漁による原料価格の高騰に加え、運送費も値上がり
している。他方、販売先からはコストダウン要請が厳しく、
コスト上昇分の価格転嫁は容易ではない」(水産食料品
製造業)

特に好調
(50≦DI)

好調
(25≦ＤＩ＜50)

まあまあ
(0≦ＤＩ＜25)

不振
(▲25≦ＤＩ＜0)

きわめて不振
(ＤＩ≦▲25)

DI=（増加・好転などの回答割合）ー（減少・悪化などの回答割合）

景気天気図

全業種

建設業

製造業

卸売業

小売業

サービス業

前年同月比 先行見通し

全国 全国北陸信越 北陸信越

▲16.1 ▲17.9 ▲15.5 ▲15.9

▲13.3 ▲14.3 ▲9.2 ▲11.4

▲9.5 ▲8.1 ▲14.0 2.7

▲11.9 ▲33.3 ▲9.9 ▲27.8

▲33.9 ▲28.6 ▲29.0 ▲32.1

▲11.7 ▲15.2 ▲12.6 ▲21.2

【サービス業】「夏に向けて飲料品の出荷は増加しているが、人
件費の上昇に伴い利益が圧迫されている。取引先と運送費改
訂の交渉を進め、改善を図りたい」(運送業)、「インバウンドの
みならず国内観光需要が堅調で、売上は改善した。これから夏
休みに入り、さらなる売上改善が見込める」(宿泊業)、「人手不
足が深刻なため、パートの時給を正社員の給与水準以上に引
き上げたが、それでも応募があるか不安だ」(飲食業)

【小売業】「消費者はインターネットでの販売価格を基準に購入を検
討するので、低価格競争に陥っている。実店舗ならではの付加価
値を創造し、売上改善を図っていく」(スポーツ用品店)、「化粧品や
日用品を中心にインバウンド需要は好調。クリアランスセールを前
年に比べ前倒しで実施したことも消費者の需要をとらえ、売上は
堅調だ」(百貨店)、「6月末から7月中旬にかけて雨の日が多く、客
数が減少し、売上は悪化した。九州北部では、大雨の被害を受け、
消費等への自粛ムードが感じられる」(雑貨等小売業)

【卸売業】「建設業からの引き合いは多いが、人手不足に伴う人件費や外注
費の上昇、運送費の値上げにより、採算が大幅に悪化した」(建築材料卸
売業)、「暑い日が続いていることもあり、アイスクリームの売上が好調。
高級感を打ち出した大人向けアイスも売上を伸ばしている」(食料品卸売業)

（単位:千円）白山商工会議所の取扱い融資状況 業種欄:上段:当月分、下段:今年度累計
制　度　名 製造業 建設業 卸・小売業 サービス業 合 計

日本政策金融公庫
経営改善貸付

0 0 0 0 1 1,800 0 0 1 1,800
0 0 5 30,200 1 1,800 1 5,500 7 37,500

県追認小口融資 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

県経営安定支援融資 0 0 1 32,000 0 0 0 0 1 32,000
0 0 1 32,000 1 10,000 0 0 2 42,000

県事業転換支援融資 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

県地域商工業
活性化融資

0 0 0 0 0 0 1 5,100 1 5,100
1 12,000 0 0 0 0 2 6,600 3 18,600

県小口零細融資 0 0 1 5,000 1 5,000 0 0 2 10,000
0 0 5 17,700 1 5,000 2 5,150 8 27,850

県創業者支援資金 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

県経営力強化保証 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

市中小企業
経営安定融資

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

市中小企業
特別支援資金

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

市中小企業
創業者支援融資

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合         計 0 0 2 37,000 2 6,800 1 5,100 5 48,900
1 12,000 11 79,900 3 16,800 5 17,250 20 125,950

平成29年7月末日現在

8月
17日（木）	 正副会頭会議
20日（日）	 サマーフェスティバルHAKUSAN2017
21日（月）	 青年部９月正副会長会議
22日（火）	 金融なんでも相談
	 無料法律相談
24日（木）	 金融審査委員会
26日（土）	 女性会　環境活動
	 はくさん創業応援塾（１日目）
27日（日）	 はくさん創業応援塾（２日目）
29日（火）	 ビジネススキルアップセミナー	
	 「接客サービス・接客マナー向上研修会」

９月	
　２日（土）	 製造業部会ゴルフコンペ
　４日（月）	 労務なんでも相談
	 青年部９月理事会
　５日（火）	 金融審査委員会
　６日（水）	 石川県商工会議所青年部連合会役員会・	
	 臨時総会

会議所の動き【平成 29年 8月 15日～ 9月 30日】
　７日（木）	 「得する」事業引継講座
　８日（金）	 記帳継続指導
10日（日）	 白山・白川郷 100㎞ウルトラマラソン	
11日（月）	 正副会頭会議
	 セミナー「お店で使うお金をスマホと
	 タブレットで管理する方法」
15日（金）	 H29年度日本商工会議所青年部	
	 北陸信越ブロック大会（〜17日）
19日（火）	 金融なんでも相談
	 無料法律相談
20日（水）	 建設・不動産業部会視察研修会（〜21日）
22日（金）	 青年部 10月正副会長会議
23日（土）	 青年部全国サッカー大会（〜24日）
26日（火）	 正副会頭会議
27日（水）	 青年部９月例会
28日（木）	 販売促進実践活用セミナー	
	 「手づくりPOPで売上アップ！！」
29日（金）	 女性会視察研修
	 石川県商工会議所女性会連合会　会員大会
	 金融審査委員会
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≪藤枝商工会議所推奨品制度≫ 藤枝おみや のご案内　その２
藤枝商工会議所が平成 26 年度より、藤枝の魅力あるお土産品を藤
枝商工会議所推奨品として認定している『藤枝おみや』です。認定
した商品には、「藤枝商工会議所推奨品シール」を貼って、市内外
への PR し、地域産業の振興を図っています。今月は、その２として、
平成 28 年度の推奨品をご紹介致します。

藤枝ほまれ /（有）ミラベル 玉虫を使った装飾品 /タマムシの里

藤枝キャンデーズ（酒丸くん・藤色の里）/大塚園 藤枝宿名物　ほととぎす漬 /（株）萬惣
（おもひで横丁　藤枝市場〜）

ふろ四季 / 藤枝商工会議所女性会 茶漉し付一人用湯呑み「茶美（ちゃみー）」/（株）一言

和香味 /（株）共立アイコム サッカーキャンディー/ 甘栄堂

ずわい蟹の贅沢しゅうまい “藤娘” /（有）ゑび寿亭 茶町カステラ（抹茶カステラ）/（株）松田商店

鹿肉ウインナー・チョリソー・鹿肉ジャーキー・
猪肉ウインナー /尾州真味屋総本舗

極上三年番茶・煎茶 A・赤ちゃん番茶・赤ちゃん緑茶 /
葉っピイ向島園（株）

茜香茶（あかねこうちゃ）さらりら/藤枝市茶商工業共同組合

藤枝おみや一覧は藤枝商工会議所HPをご覧ください。お問合せ:藤枝商工会議所　経営支援課　TEL:054-641-2000

友好コーナー 藤枝商工会議所を知ろう
           

‼
 
（第10回）

       

個別相談会とセミナー開催のご案内

●日　時 ９月７日（木）　午後２時～４時
●場　所 白山商工会議所　３階研修室
●講　師 吉谷　哲朗　氏
 （㈱はくさんパートナーズ代表取締役・公認会計士）
 小木曽　史佳　氏（宮西邦夫税理士事務所・税理士）
●受講料 無料
●定　員 20名

「得する」事業引継講座

無料個別相談 日時 会場 相談員 備考

労務なんでも相談 ９月４日（月）
13：30〜15：30

白山商工会議所
３階研修室

特定社会保険労務士
矢来正和氏

９月１日（金）まで
に要予約。

記帳継続指導 ９月８日（金）
13：30〜16：30

白山商工会議所
１階相談室

北陸税理士会　税理士
髙井和男氏

９月７日（木）まで
に要予約。

金融なんでも相談 ９月19日（火）
10:00〜12:00 白山商工会議所

３階研修室

日本政策金融公庫
担当者 ９月15日（金）

16時までに要予約。
無料法律相談 ９月19日（火）

13:00〜15:00
弁護士法人金沢税務法律事務所
担当者

各種無料個別相談会一覧表

●日　時 ８月26日（土）、27日（日）
 午前10時～午後４時
●場　所 白山商工会議所　３階研修室
●講　師 西井　克己　氏
 （㈱迅技術経営　代表取締役）
●受講料 ２日間で2,000円（昼食付）
●定　員 20名
●内　容 これから事業を始める方へ、役立つ

情報を２日間で集中講義いたします。

はくさん創業応援塾

●日　時 9月28日（木）　午後1時30分～4時
●場　所 白山商工会議所　3階研修室
●講　師 小熊憲之氏（おぐま式POP塾代表）
●受講料 会費：1,000円／非会員：4,000円
●定　員 30名
●内　容 さっと書いて強力にアピール!ボードとマ

ジックで、効果的なPOPが簡単に作れま
す。教材はそのままお持ち帰り頂けます。

手づくりPOPで売上アップ！！

●日　時 ８月29日（火）　午後２時～午後４時
●場　所 白山商工会議所　３階研修室
●講　師 宮永　満祐美　氏
 （㈱Office・Cando　代表取締役）
●受講料 会員:無料／非会員:2,000円
●定　員 30名（先着順）
●内　容 お客様満足と接客マナー、接客マナ

ーの基本、お客様に合わせた対応に
磨きをかける方法について演習を交
えて講義いたします。

接客サービス・接客マナー向上研修会

●日　時 ９月11日（月）　午後２時～午後４時
●場　所 白山商工会議所　３階研修室
●講　師 横田　秀珠　氏
 （イーンスパイア㈱代表取締役）
●受講料 無料
●定　員 30名
●内　容 タブレットやスマートフォン端末を活

用して消費税増税・軽減税率導入に対
応した経営を行う手法を解説します。

お店で使うお金をスマホと
タブレットで管理する方法

共生のまち　「白山市」を目指して
　白山市では、県内で初めて障害を理由とする差別を無くし、全ての市民が安心して生活し、平等に社会
参加が出来るまちをめざして「共生のまちづくり条例」を制定しました。（10月施行）
　市民の皆さん、会社・お店など事業者の皆さんには、ぜひ下記の2点についてご配慮をお願いします。

① 不当な差別的取扱いの禁止
　障害のある人に対して、正当な理由がなく障害を理由にサービスを拒否したり、条件をつけたりしては
いけません。
　以下は「不当な差別的取扱い」の事例です。
　　・車いすを使用しているという理由だけで、レストランの入店を断ること。
　　・障害があるという理由だけで、アパートの賃貸契約を断ること。
　　・障害があることで、必要のない付き添い人の同行など過剰な条件を求めること。

② 合理的配慮の提供
　障害のある人が困っていたり、障害に応じた配慮をして欲しいと申し出があった場合には、過度な負担
とならない範囲でその申し出に応えてください。
　以下は「合理的配慮の提供」の事例です。
　　・聴覚に障害のある人に、筆談で対応すること。
　　・視覚に障害のある人に、読み上げながら書類を渡すこと。
　　※ 聴覚障害者に話をするだけ、視覚障害者に書類を渡すだけでは、
 情報を伝えたことになりません。

問合せ先：白山市健康福祉部障害福祉課　☎（076）274−9526

経営力アップに、

従業員のスキルアップに、

お役立て下さい。

セミナー・無料相談ともお申込み、問合せは

当所　経営支援課まで、電話276-3811

従業員のスキルアップに、

　　・障害があることで、必要のない付き添い人の同行など過剰な条件を求めること。




